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LIFE　LIGHT　LOVE

六
月
十
五
、二
十
三
日
、七
月
二
、七
日
の
日
程
で
、宮
城
県
内
の
大
学
が

加
盟
す
る
仙
台
学
長
会
議
の
代
表
と
し
て
、本
学
の
大
西
晴
樹
学
長
が
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、宮
城
県
商
工
会
議
所
連
合
会
を
は
じ
め
と
す
る
経

済
五
団
体
、宮
城
労
働
局
、仙
台
市
、宮
城
県
を
訪
問
し
、新
規
学
卒
者
採

用
に
お
け
る
支
援
に
対
す
る「
要
望
書
」を
手
渡
し
た
。

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東

北
学
院
礼
拝
堂
に
お
い
て

東
北
学
院
大
学
体
育
会
二

〇
二
一
年
度
入
会
式
が
六

月
十
日
、執
り
行
わ
れ
た
。

根
市
一
志
体
育
会
会
長

か
ら
、新
入
生
代
表
の
菊
田

祐
大
さ
ん
（
空
手
道
部
）
に

入
会
許
可
証
が
授
与
さ
れ
、

菊
田
さ
ん
は
宣
誓
で
「
我
々

は
、体
育
会
会
員
と
し
て
の

体
面
を
重
ん
じ
、各
部
の
活

動
に
精せ

い
れ
い励

し
、東
北
学
院
大

学
の
名
声
を
上
げ
る
た
め
、

最
善
を
尽
く
し
ま
す
」
と

述
べ
た
。

そ
の
後
、根
市
会
長
か
ら

訓
示
が
あ
り
、
大
西
晴
樹

学
長
、
千
葉
智
則
学
生
部

長
、高
橋
優
第
七
十
一
代
幹

事
長
が
あ
い
さ
つ
。応
援
団

か
ら
の
エ
ー
ル
を
も
っ
て

入
会
式
は
幕
を
閉
じ
た
。

東
北
学
院
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
は
大
正
八
年
か
ら
盛

ん
に
な
り
、専
門
部
時
代
の

同
年
に
陸
上
競
技
部
が
創

設
さ
れ
、そ
の
後
に
柔
道
、

硬
式
野
球
、サ
ッ
カ
ー
と
部

の
結
成
が
相
次
ぎ
、
昭
和

二
十
四
年
に
東
北
学
院
専

泉
キ
ャ
ン
パ
ス
礼
拝
堂

に
お
い
て
二
〇
二
一
年
度

文
化
団
体
連
合
会
（
以
下
、

「
文
団
連
」）
入
会
式
が
七

月
九
日
、執
り
行
わ
れ
た
。

水
谷
修
文
団
連
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、大
西
晴
樹
学

長
や
千
葉
智
則
学
生
部
長

ら
に
よ
る
祝
辞
の
後
、
新

入
生
代
表
に
よ
る
抱
負
で

は
、
演
劇
部
に
所
属
す
る

箭や

内な
い

子し

龍り
ゅ
う

さ
ん
が
「
文
団

連
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
も
ち
、今
後
の
サ
ー
ク
ル

活
動
に
励
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
私
が
所
属
す
る
演

劇
部
は
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
強
く
受

け
て
お
り
、
例
年
通
り
の

活
動
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、感
染
リ
ス

ク
の
軽
減
や
演
劇
の
新
し

い
か
た
ち
の
模
索
な
ど
、こ

の
波
に
負
け
ぬ
よ
う
懸
命

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

今
回
の
要
望
の
目
的
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
学
生
の
就

職
が
困
難
な
状
況
が
続
い

て
い
る
中
で
、懸
命
に
就
職

活
動
を
行
っ
て
い
る
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

あ
る
。

具
体
的
に
は
昨
年
度
同

様
に
◆
最
新
の
就
職
情

報
を
学
生
に
広
く
提
供

い
た
だ
く
こ
と
◆
ウ
ェ
ブ

面
接
は
も
ち
ろ
ん
、面
接

官
と
学
生
が
直
接
対
面

す
る
こ
と
を
含
め
た
総

合
的
な
面
接
の
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
く
こ
と

◆
就
職
活
動
が
長
引
い

て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、

採
用
選
考
期
間
を
延
長

し
て
い
た
だ
く
こ
と
◆
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
に
伴
い
、学

門
学
校
か
ら
新
制
大
学
に

昇
格
し
た
後
の
昭
和
二
十

六
年
に
体
育
会
が
結
成
さ

れ
た
。現
在
は
四
十
三
の
部

が
あ
り
、全
学
年
合
わ
せ
て

千
八
名
（
う
ち
、一
年
生
は

二
百
七
十
六
名
）
の
学
生

が
所
属
し
て
い
る
。

す
」
と
述
べ
た
。

文
団
連
は
七
月
一
日
時

点
で
百
二
十
三
名
の
一
年

生
が
お
り
、
全
学
年
合
わ

せ
て
六
百
三
十
四
名
の
学

生
が
所
属
し
て
い
る
大
規

模
な
組
織
。
計
二
十
七
の

文
化
系
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
の

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
に
入

部
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま

ま
文
団
連
に
入
会
す
る
こ

と
に
な
る
。

生
た
ち
は
平
日
の
授
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
過
密
状
態

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
休
日

に
も
採
用
試
験
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、

の
四
項
目
に
つ
い
て
要
望

し
た
。

大
西
学
長
は
「
新
型
コ

六
月
二
十
四
日
、土
樋
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
Ｔ
Ｇ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
対
策
講
座
の
初
回
を
開
催

し
た
。

こ
の
講
座
は
大
学
が
ｔ
ｂ
ｃ
ア

ナ
ウ
ン
ス
学
院（
ｔ
ｂ
ｃ
Ａ
ｚ
株

式
会
社
）に
協
力
を
依
頼
し
て
今

回
初
め
て
の
実
現
と
な
っ
た
。ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
す
学
生
向
け

だ
が
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
と

し
て
は
、「
読
む
」「
伝
え
る
」「
表
現

力
」と
い
っ
た
能
力
を
高
め
る
た

め
の
講
座
で
、一
般
企
業
を
志
望

す
る
学
生
に
と
っ
て
も
非
常
に
役

立
つ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

基
礎
編
と
応
用
編
に
分
け
計

二
十
五
回
の
講
義
を
予
定
し
て

お
り
、そ
の
中
で
発
音
練
習
や
自

己
分
析
、原
稿
読
み
、面
接
対
策

な
ど
を
行
う
。

基
礎
編
を
担
当
す
る
粟
津
ち

ひ
ろ
先
生
は
、本
学
の
出
身
で
元

東
北
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。現
在

は
ｔ
ｂ
ｃ
ア
ナ
ウ
ン
ス
学
院
で
講

師
を
務
め
る
ほ
か
、ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
し
て
い
る
。応
用
編
の
担
当

は
、鈴
木
俊
光
先
生（
元
東
北
放

送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）。

冒
頭
、本
学
の
大
西
晴
樹
学
長

と
粟
津
先
生
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

ま
ず
は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て

簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
行
い
、負
け
た

学
生
の
罰
ゲ
ー
ム
は
、な
ん
と
粟

津
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
よ

る「
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」。

粟
津
先
生
か
ら
の
様
々
な
質
問

に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
答
え
る
な

ど
、最
初
は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ

た
学
生
た
ち
の
表
情
も
次
第
に

和
や
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
の
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
学
生
の
特
徴
を
把
握
す

る
た
め
の
原
稿
読
み
。学
生
た
ち

は
慣
れ
な
い
中
で
も
指
で
原
稿

を
な
ぞ
り
な
が
ら
読
む
な
ど
一
生

懸
命
な
姿
を
見
せ
、講
義
の
最
後

に
は
全
員
が
席
か
ら
立
ち
、お
腹

に
手
を
当
て
、正
し
い
腹
式
呼
吸

が
で
き
て
い
る
か
確
認
し
な
が
ら

粟
津
先
生
の
手
本
に
続
け
て
発

声
を
繰
り
返
し
た
。

粟
津
先
生
は
講
義
の
中
で
、就

職
活
動
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

は
仲
間
の
存
在
が
大
切
で
あ
る

と
話
し
た
。参
加
し
た
四
名
の
学

生
に
は
計
二
十
五
回
の
講
座
を

通
し
て
様
々
な
能
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、と
も
に

学
び
合
っ
た
仲
間
と
し
て
の
絆
を

育
ん
で
ほ
し
い
。

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
学
生
の
就
職

が
妨
げ
ら
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。昨
年
度
も
要
望

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、宮

城
県
労
働
局
の
統
計
で

は
二
〇
二
一
年
三
月
末
現

在
の
新
規
大
卒
者
就
職

率
は
九
十
三
・
五
％
（
前

年
比
二
・
八
ポ
イ
ン
ト

減
少
）
と
大
き
く
落
ち
込

む
こ
と
な
く
、成
果
を
得

ら
れ
ま
し
た
。学
長
会
議

で
は
、宮
城
県
内
の
学
生

が
地
元
に
就
職
す
る
こ

と
が
、地
元
経
済
に
安
定

性
を
も
た
ら
す
と
し
て
、

産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

宮
城
県
の
教
育
、
文
化
、

経
済
を
強
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

ま
た
、本
学
を
含
め
た

十
七
の
事
業
協
働
機
関

で
連
携
す
る
「
み
や
ぎ
・

せ
ん
だ
い
地
域
人
材
育

成
協
働
事
業
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
協
定
」
に
お

い
て
も
、宮
城
県
内
で
学

び
、
卒
業
し
た
学
生
が

地
元
へ
の
就
職
を
選
択

し
、活
躍
で
き
る
た
め
の

取
り
組
み
も
実
施
し
て

い
る
。

学
長
十
九
名
が
連
携

仙
台
学
長
会
議

加
盟
大
学

新
規
学
卒
者
採
用
支
援
を
要
望

東
北
学
院
大
学

東
北
学
院
大
学

東
北
学
院
大
学
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1宮城県商工会議所連合会への要請（対応：鎌田宏会長）（左）
2 �宮城県中小企業家同友会への要請（対応：鍋島孝敏代表理事）（右）
3 �宮城県中小企業団体中央会への要請（対応：佐藤勘三郎会長）（左）
4宮城県商工会連合会への要請（対応：桃井健次事務局長）（右）
5�郡和子仙台市長への要請（右）
6宮城県経営者協会への要請（対応：成田努専務理事）（右）
7宮城労働局への要請（対応：毛利正宮城労働局長）（右）
8村井嘉浩宮城県知事への要請（左）

工学部機械知能工学科の佐瀬一
弥准教授と工学部環境建設工学科
の三戸部佑太准教授が7月7日、仙
台市役所を訪れ郡和子仙台市長に

「VR・AR技術を用いた津波防災ま
ちづくりゲーム」の開発状況を報告
した。

このゲームは津波から街を守る
ことをゴールとして、仮想的な街に
おいて堤防や避難路、防災無線など
の防災・減災対策を行い、それをも
とに津波の数値をシミュレーショ
ンし、その結果が得点化される。

両准教授と学生らで構成する
チームが開発し、「科学の“プロセ
ス”を子どもから大人まで五感で感
じられる日」をコンセプトとした体
験型・対話型の科学イベント「学都

『仙台・宮城』サイエンス・デイ」
において、「サイエンス・デイ オブ 
ザ イヤー 2019（仙台市長賞）」を
受賞した。

両准教授は受賞後も開発を続
け、今回さらなる進化の内容を報告
することとなった。ゲームを体験し
た郡市長は「このゲームが、是非多
くの方々に使っていただけるよう
になれば」と語った。

体
育
会
入
会
式

文
化
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体
連
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文
化
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ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
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で
磨
く
就
職
力

Ｔ
Ｇ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
対
策
講
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開
講

郡和子仙台市長に郡和子仙台市長に
「津波防災まちづくりゲーム」の開発状況を報告「津波防災まちづくりゲーム」の開発状況を報告

佐瀬一弥・三戸部佑太准教授佐瀬一弥・三戸部佑太准教授

郡
市
長
に
説
明
す
る
三
戸
部
准
教
授


